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【はじめに】 
 
現在、子育ての情報がスマホやインターネットで簡単にすぐに手に入りますし、おむつの交換台や子ども用
のトイレの整備も進んでいます。 
 
そのためか、 
 
「今のママ達は、やりたいことをやって、行きたいところに行って、恵まれてるよね。」 
 
という声が聞こえてきますが…。 
 
本当に今、子育てをしているママ達は、恵まれているのでしょうか？ 
 
確かに、現代の子育て中のママは、ママ同士が SNS で繋がっていたり、また、地域の子育て支援施設が充
実し始めたりしているので、一見「子育てしやすい環境」のようにも見えるのかもしれません。 
 
しかし、子育て世代のパパは働き盛りで、ほとんど家にいないご家庭も多いのが現状です。 
 
・家には、子どもと二人っきりで、１日、大人と会話をしなかった。 
・同じような月齢のママと知りあいたくても、どこに出かけたらいいのか、わからない。 
・子育ての情報が多すぎて、何が本当か分からなくて、迷ってしまう。 
  
こんな風に、一人家の中で悩み、迷い、それでもなんとか頑張っているママ達がたくさんいらっしゃいます。 
 
今日では、頑張りすぎて、精神的に苦しくなっても、「母親なんだから、家事も子育ても一人で頑張るのが
当たり前」と、頑張り続け、産後うつになってしまうママが、７人に１人もいるのです。 
 
データによっては、産後うつになる女性は５人に１人とも言われています。 
 
産後うつは、ただ単に「うつ状態の患者が増える」というだけではなく、産後うつを経験した女性が、第二
子・第三子を諦める（つまり、少子化につながる）復職を諦める（つまり、女性活躍が妨げられる）など、 
産後うつから派生した社会問題を引き起こしています。 
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【１：アンケートの目的】 
 
当法人は、はじめにに書いた社会情勢を元に、産後うつゼロの実現を目指して活動しています。 
 
活動をしていく中で、産後うつになる、もしくは、なりかける、子育てが辛いと感じる女性の多くが、 
 
・孤独に子育てをしている（夫がいても、仕事などで子育てに関わる時間が少ない、実家が遠いなど） 
・子育てに関する情報が多すぎて、悩んだり迷ったりしてしまう 
 
ということが分かってきました。 
 
当協会では産後の女性が、本当に必要とする子育て支援サービスを提供するためには、特に 
 
１：産後の女性が、必要とする相談相手について 
２：男性が子育てに関わる時間について 
３：２歳（イヤイヤ期）の子育てについて 
４：行政の子育て支援サービスについて 
５：復職について 
 
の５点の分析が必要と考えております。 
 
そこで、本子育て環境アンケートは、特に上記の５点について分析し、産後の女性にとって、本当に必要な
子育て支援サービスを明らかにすることを目的としました。 
 
 
【２：アンケートの詳細】 
 
・調査期間 ２０１６年３月１日～４月１０日 
・調査対象 中学生未満の子どもを持つ女性 
・配布数  ８４７部 
・回答数  ５５３部 
・回収率  ６５．２％ 
・調査方法 アンケート用紙を配布、記入後、郵送にて回収 
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【３：アンケート集計結果】 
 
◆1：回答者の情報 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0% 1% 

14% 

32% 

27% 

26% 

１−２：父親の年齢 

１：１０代	

２：２０−２５歳	

３：２６−３０歳	

４：３１−３５歳	

５：３６−４０歳	

６：４１歳以上	

0% 2% 

15% 

37% 
30% 

16% 

１−１：母親（回答者）の年齢 
 

１：１０代	

２：２０−２５歳	

３：２６−３０歳	

４：３１−３５歳	

５：３６−４０歳	

６：４１歳以上	

26 

17 

20 

21 

483 

466 

６：父親の母（義理の母）	

５：父親の父（義理の父）	

４：回答者の母親	

３：回答者の父親	

２：子ども	

１：子どもの父親	

0 100 200 300 400 500 600 

１−３：同居している家族（複数回答可）  
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55% 35% 

9% 

1% 0% 0% 

１−４：子どもの人数  

１：１人	

２：二人	

３：３人	

４：４人	

５：５人	

６：それ以上（記述）	

2% 

8% 

7% 

10% 

8% 

12% 

53% 

１−５：子どもの年齢 

１：０−２ヶ月	

２：３−４ヶ月	

３：５−６ヶ月	

４：７−８ヶ月	

５：９−１０ヶ月	

６：１１−１２ヶ月	

７：それ以上（記載なし）	

7% 

35% 

18% 

10% 

22% 

5% 3% 

１−６：居住の地域 

東北：２県	

関東：５都県	

北陸：１県	

中部：５県	

関西：４府県	

中国・四国：２県	

不明	
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◆２：現在の子育て環境について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22% 

36% 13% 

29% 

２−１：自宅と母親の実家の距離 

１：３０分圏内	

２：１時間圏内	

３：２時間圏内	

４：それ以上	

18% 

31% 

13% 

38% 

２−２：自宅と父親の実家の距離 

１：３０分圏内	

２：１時間圏内	

３：２時間圏内	

４：それ以上	

97% 

3% 

２−３：気軽に子育ての話をする・相談する人がいるか？ 

１：いる	

２：いない	
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0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 

６：その他（記述あり）	

５：SNS上の友人	

４：行政の相談窓口	

３：義理の母	

２：実母	

１：ママ友	

２−３−１：子育ての相談をする相手 

5 4 2 2 

77 

夫	

姉妹	

旧友	

助産師	

記載なし	

６：その他(人）	

95% 

3% 2% 

２−３−２：相談した後の気持ち 

１：気持ちがラクになる	

２：話したことで、余計に迷う	

３：その他（別シートに入力）	

・考え方が違う時があるので、もやもやしたままになる。（夫） 
・意見が合えば楽になるが、毎日合うとは限らないので腹が立つことも多い（夫） 
・よくケンカになる（夫） 
・勉強になる（ママ友、助産師） 
・話すことで自分の中で整理できる（夫、ママ友） 
・なるほどってなった（実母） 
・実践してみようと思った（ママ友、実母） 
・一般論だけ言われて、余計にもやもやした（保健師） 
・そうだよね、と言ってもらえるだけで、気持ちが軽くなった（当協会講師） 



 （社）乳幼児子育てサポート協会 ９ 

2-4:お子さんの父親のお仕事の状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16% 

39% 

37% 

8% 

2-4-1:平均帰宅時間 

１：１７：００−１９：００	

２：１９：００−２１：００	

３：２１：００以降	

４：シフト制	

13% 

37% 

50% 

2-4-2:1か月の平均休日日数 (子どもと一日触れ合える日数) 

１：３日以下	

２：４−６日	

３：７−９日	
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◆3:子育てのお悩みについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

45% 

55% 

 
3-1:お子さんに手を上げたこと(叩く、蹴る、つねるなど)はあるか？  

 
  

ある	

ない	

0 20 40 60 80 100 120 140 

９：それ以上	

８：２歳１ヶ月〜３歳	

７：１歳１ヶ月ー２歳	

６：１１−１２ヶ月	

５：９−１０ヶ月	

４：７−８ヶ月	

３：５−６ヶ月	

２：３−４ヶ月	

１：０−２ヶ月	

3-1-1:手を上げた時のお子さんの月齢 （複数回答可） 

（人）	
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0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 

７：その他	

６：部屋の中をぐちゃぐちゃにした	

５：出かける前の準備が遅かった	

４：お友達に手を上げた	

３：離乳食をぐちゃぐちゃにした	

２：離乳食を食べなかった	

１：いうことを聞かなかった	

3-1-2:手を上げた理由 (複数回答可） 

人

●手を挙げたその他の理由 
 
・やめてとお願いしたのに乱暴した   ・自分がイライラしていた 
・子どもの、口のきき方が悪い    ・覚えていない 
・注意をしたのに聞かなかった、聞こえないふりをした ・夜泣きがひどかった 
・人の家のものを壊そうとした    ・兄弟げんか、下の子に手を出した 
・子どもから、暴力された 
・危険な行為をした 
・嫌な態度をとった 
・悪いことをしたのに謝らなかった 
・トイレトレーニングの時わざとリビングで排せつした 
・なかなか、トイレトレーニングが進まない 
・食べ物やおもちゃを粗末にした（投げた） 
・かんしゃくがすごかった 
 

●手を挙げた時の、母親の気持ち 
 
・罪悪感を感じた    ・いけないと思っていても気持ちを抑えきれなかった 
・もやもや    ・友達に手を挙げたので同じ痛みで止めようと思った 
・やっちゃった    ・自分も人間だから許してと思う 
・悲しく後悔した    ・しつけするうえで大切なことだと思う 
・自分を責めた    ・駄目だと教えていかなくてはいけない 
・やりきれない気持ち 
・はっとした 
・怯える子供を見てなんてことをしてしまったのかと泣いてしまった 
・もっといい方法がなかったのかと反省 
・もう二度としない 
・さらに泣くし逆効果 
・育児への自信がなくなった 
・次は話をして言い聞かせようと思った 
・母親失格 
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31% 

69% 

3-2:自分が子どもを虐待してしまうのではないか?と感じたことはあるか？ 

ある	

ない	

62% 

38% 

3-2-1:その時、誰かに相談をしたか?  

した	

しなかった・できなかった	

６：その他（記述）	

５：SNSの友人	

４：行政	

３：義理の母	

２：実母	

１：ママ友	

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 

3-2-1-1:相談した方は、誰に相談をしたか？ 



 （社）乳幼児子育てサポート協会 １３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●相談した後、気持ちはどのように変わったか 
 
・みんなそういう気持ちになるのかと思った  ・話すうちに冷静になれた 
・楽になった、スッキリした    ・自分の気持ちを抑えるのはいけないと思った 
・心に余裕ができた     ・一人じゃないと感じることができた 
・今は仕方がないと学んだ    ・もっと心が苦しくなった 
・手ではなく口で伝えようと思った   ・何も変わらなかった 
 
 

●相談しなかった方の理由や気持ち 
 
・自分自身が生んだ子を虐待したということになるなんて信じたくなかったから 
・口にするのが怖い 
・非難されるのが怖い 
・虐待のニュースを見ると自分もしてしまいそうと思ってしまう 
・自分の中の問題だから 
 
 

48% 
52% 

3-3:産後、無性に涙が止まらなくなったことはあるか。 

ある	

ない	

58% 
32% 

3% 
7% 

3-3-1:その時、どのように気持ちを立て直したか 

１：相談した	

２：話さず耐えた	

３：趣味に打ち込んだ	

４：その他	
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0 10 20 30 40 50 60 70 

６：その他（記述）	

５：SNSの友人	

４：行政	

３：義理の母	

２：実母	

１：ママ友	

3-3-1-1:相談した方は、誰に相談をしたのか 

78% 

22% 

3-4:子育てが辛いと、少しでも感じたことがあるか。 

ある	

ない	
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0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 

８：その他（自由記述（	

７：離乳食で遊ぶ	

６：離乳食の好き嫌いが激しい	

５：離乳食を食べない	

４：公共の場でギャン泣きする	

３：イヤイヤばかり言う	

２：夜、しょっちゅう起きる	

１：泣き止まない	

3-4-1:どういう時に辛いと感じたか？（複数回答） 

●子育てが辛いと感じた時（自由記述） 
 
・ただ、ただ、赤ちゃんと二人でいることがつらかった ・話す相手がいなかった 
・家事をしないといけないのに泣く   ・自分の時間が取れない 
・ミルクを飲みすぎる    ・旦那が協力的でない 
・夜寝れない     ・自分の調子が悪い時   
・食物アレルギーがひどくこの先どうなるかと心配になった ・復職してうまく物事が行かない時 
・母乳を飲まない     ・夫の出張もあり一人で子育てできるか 
・あちこち行ってしまう    ・子どもの考えていることや行動が理解できない 
 

25% 

75% 

3-5:お子さんの発達で気になる点はあるか？ 

ある	

ない	
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87% 

13% 

3-5-1:そのことについて誰かに相談をしたか？ 

相談した	

相談していない	

0 10 20 30 40 50 60 70 

６：その他（記述）	

５：SNSの友人	

４：行政	

３：義理の母	

２：実母	

１：ママ友	

3-5-1-1:相談した方は、誰に相談をしたか？ 

●3-5-1-2：相談した後、気持ちはどのように変わりましたか?  
 
・大丈夫と言われ安心した   ・言っていることがまちまちで迷った 
・こんなものなのだと気が抜けた  ・自分の思ったような方向へ進まずもやもやした 
・長い目で見ようと思った 
・子供に対する気持ちも優しくなり、子供を信じることができるようになった 
・その子のペースがあると思ったら気にならなくなった 
・欠点ばかりに目が行っていたのをいい点に気づかせてもらえるいい機会だった 
・認めてもらえた様な気持ちになった 
 
●3-5-1-3： 相談しない・できなかった方は、理由やその時の気持ちをお聞かせください。  
 
・相談に行ったことで病名がついたり、ママ友などの噂で広まるのを恐れたから。 
・勇気がなかった 
・様子を見ようと思った 
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◆4：復職について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

61% 

39% 

4-1:復職の予定はあるか？ 

ある	

ない	

57% 

43% 

4-1-1:復職は、心からしたい!と感じるか？ 

心から復職したい		

実は、復職したくない		
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13% 

41% 

39% 

7% 

4-1-2：復職したい理由 

キャリアアップしたい	

社会に出てやりがいを感じたい	

家計を支えるため		

その他	

30% 

27% 
13% 

13% 

10% 

7% 

4-1-2-1:家計を支えるために復職する場合、夫の収入が年間あといくらあったら、  
家計は充分だと感じるか？ 

１００−２００万未満	

２００−３００万未満	

３００−４００万未満	

４００−５００万未満	

５００−６００万未満	

６００万以上	

平均：２８１万 
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6% 

60% 

34% 

4-1-3:復職するに当たり、不安はあるか？ 

全く無い		

少しある	

とても不安だ	

0 50 100 150 200 250 

８：その他（自由記述）	

７：夫は、家事や子育てを手伝ってくれるのか	

６：家事と子育て、仕事すべてできるのか	

５：自分の体力がもつのか	

４：卒乳しないまま、復職できるのか	

３：卒乳はできるのか	

２：子どもが愛情不足にならないか	

１：保育園に入れるのか	

4-1-4: どんなことに不安を感じるか？（複数回答） 

●4-1-4：その他  
 
・子供は保育園に慣れるのか    ・寝かしつけはうまくできるか 
・子供の急病時、会社が快く休ませてくれるか  ・定時に帰れるか 
・自分のことでいっぱいになりそう   ・お弁当づくりを続けていけるか 
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◆5：行政の子育て支援サービスについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

84% 

16% 

5-1:行政の子育て支援サービスは利用したことが あるか？ 

ある	

ない	

0 50 100 150 200 250 300 350 400 

７：その他	

６：定期検診	

５：離乳食セミナー	

４：マタニティセミナー	

３：電話相談	

２：集いの広場・児童館	

１：ファミリーサポート	

5-1-1:利用したことのある行政サービス（複数回答） 
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5-1-2：利用したサービスの、良かった点・悪かった点  
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◆6:民間の子育て支援サービスについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6-2-1:利用したサービスの良かった点、悪かった点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 50 100 150 200 250 300 

９：AsMama 

８：陣痛タクシー	

７：キッズタクシー	

６：エリアベネッセ	

５：ベビ☆マ	

４：ウィメンズパーク	

３：ランサーズ	

２：ベアーズ	

１：アルフレッド	

6-1:名前を聞いたことがある、サービスは？（複数回答可） 

0 20 40 60 80 100 120 140 

９：AsMama 

８：陣痛タクシー	

７：キッズタクシー	

６：エリアベネッセ	

５：ベビ☆マ	

４：ウィメンズパーク	

３：ランサーズ	

２：ベアーズ	

１：アルフレッド	

6-2:下記の中で、利用したことがあるサービスは？（複数回答可）  
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◆7:お子さんの習い事について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 50 100 150 200 250 

３：習い事はしていない	

２：母子同席の習い事に通っている（通っていた）	

１：母子分離する習い事に通っている（通っていた）	

7-1:習い事について、当てはまるものをお選び下さい 

0 50 100 150 200 250 

11：その他	

１０：英会話	

９：公文式	

８：七田式	

７：水泳	

６：サイン	

５：体操	

４：ママのみのヨガ	

３：おやこヨガ	

２：リトミック	

１：ベビーマッサージ	

7-1-1:通っている、もしくくは通ったことがあるお教室 (複数回答可） 
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７-１-２：それぞれの習い事の良かった点・悪かった点 
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◆8:こんな子育て支援サービスがあったらいいな、と感じるもの 
 
１：いろいろなベビー系の習い事が一箇所でできる「ベビー系スタジオ」 
２：同じ月齢のママとお子さんが、継続的に集まり子育て相談ができる「座談会」 
３：ママがお買い物をしている間、一緒にお店を回りながら子どもの面倒を見てくれる「保育つき:買い物同行」 
4:その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0 50 100 150 200 250 

4 

3 

2 

1 

●4：その他  
 
・ママの急病の際に近くの病院まで一緒に行き待合室で面倒を見てくれるサービス 
・違う月齢や年齢の集まる会 
・ママの習い事の横で子供の習い事 
・産後６ヶ月くらいの間定期的に訪問して、産後の体調や育児相談、赤ちゃんの様子を見てくれるサービス 
・外遊びを一緒にできるサービス 
・ママ専用の図書館 
・父と子が参加できる習い事 
・二人以上子供がい一人だけ病気になった時、元気な子を預かってほしい 
・お風呂やご飯の時間にサポートしてほしい 
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◆9：2歳以上のお子さんをお持ちの方で、子育てをしていて、一番辛い・大変と感じたのは、お
子さんが何歳の時か？  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

51% 

22% 

12% 

2% 3% 10% 

子育てが辛かった時期 

１：２歳	

２：３歳	

３：４歳（年少）	

４：５歳（年中）	

５：６歳（年長）	

６：それ以上	

●辛いと感じた理由  
 
・イヤイヤ期がつらかった 
・毎日泣いて嫌がる子供を幼稚園まで送迎して子供が家に帰ってからも泣いていた 
・とにかくわけがわからなかった 
・下の子が妊娠中で自分に余裕がなかった 
・夜泣きがひどかった 
・いろいろのことがわかってきてさみしがり屋になった 
・反発ばかりしてきてどう対応すればいいのか分からなかった 
・話が通じない 
・出来ないことが多いのにやりたがるから 
・外に出ると大泣きし外出するのがいやだった 
・下の子ができ赤ちゃん返り 
 ・脱走がすごかった 
・いろいろなことに興味が出る分してはいけないことをしたがる 
・こだわりが強い 
・赤ちゃん期に比べて悩みが大きい 
・ずっとだっこしている 
・周囲と比べてしまう 
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◆10:乳幼児子育てサポート協会の認定教室について  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10-2：教室への参加を決めた理由 
 
 １：ブログやチラシの写真が楽しそうだったから 
  ２：担当講師が頼りになりそうだったから 
  ３：近隣に他に似たようなお教室がなかったから 
  ４：友だちに勧められたから 
  ５：その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 その他 
・	 家から近かった 
・	 日程が、参加しやすかった 
 
 
 
 
 
 
 
 

78% 

1% 4% 

13% 

0% 

4% 

10-1:乳幼児子育てサポート協会の認定教室を、 どのように知ったか。 

１：担当講師のブログ	

２：担当講師のFacebook 

３：チラシ	

４：紹介	

５：協会のHP 

６：その他	

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
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4 
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2% 

37% 

22% 

35% 

4% 

10-3:参加をして、ご自身がどう変わったか。 

１：特に何も変わらない	

２：子育てが楽しくなった	

３：子育ての悩みを話せる人ができた	

４：気持ちが楽になった	

５：その他	

●5：その他  
 
・ママ友ができた 
・出かける予定ができて、とても嬉しかった 
・慣れない土地でも、楽しく過ごせるようになった 
・子育ての楽しみが増えた 
 

18% 

74% 

8% 

10-4:参加していなかったら、今、ご自身は どのような状況・気持ちだったか。 

１：特に何も変わらない	

２：今より子育てが苦しかったと思う	

３：その他	

●3：その他  
 
・ママ友ができなかった 
・子育ての楽しみがなかった 
・家にこもっている時間が長かった 
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【３：アンケートの考察】 
 
今回のアンケートは、特に 
 
１：産後の女性が、必要とする相談相手について 
２：男性が子育てに関わる時間について 
３：２歳（イヤイヤ期）の子育てについて 
４：行政の子育て支援サービスについて 
５：復職について 
 
の５点に対して、重点的に分析をしたいと考え、実施しました。 
 
以下がアンケートの考察となります。 
 
 
１：産後の女性が、必要とする相談相手について  
 
（社）乳幼児子育てサポート協会では、「子育て中という同じ立場のママ同士」と「子育てのちょっと先輩」との繋が
りを作ることに力を入れて活動をしている。 
 
これは、夫である男性では、産後の女性の「感情」に共感しきれないこと、実母や義理の母では、時代の変化ととも
に子育ての方法が変わっているため、相談しにくい・また、相談しても解決にならないことが多いと考えたため。 
 
アンケート結果（P６）では、ママ友に相談するという女性が４０９人で、全体の７４％。夫に相談すると答えた７７
名に比べ、約５倍となっている。 
 
自分が子どもを虐待してしまうのではないか？など感じたことがある女性も、ママ友に相談した人が最も多く４７名
となっている。（P１０） 
 
ママ友に相談する女性が、一番多かったこと、夫や行政に相談する女性が少ないことは、仮説通り。想定以上に、実
母に相談している女性が多かった。 
 
また、相談するときは「自分を批判されるのではないか？」という不安を抱えている女性が多いこと（P11）、その時
の気持ちに共感してもらうことで、気持ちが楽になることが分かった（P8）。 
 
つまり、産後の女性に対して「同じ産後の女性という立場のママ友」「子育ての知識を持ちながら、産後の女性の気持
ちに共感できる人」と知り合える場所を提供することが、子育て支援として必須と考える。 
 
 
２：男性が子育てに関わる時間について 
 
男性の育休など、男性の子育てへの関わりについて話題になる事が多いが、実際はどの程度、子供と関わる時間があ
るのかを、分析。 
 
P７の通り、仕事がある日の帰宅時間は１９：００～２１：００が最も多く３９％。 
続いて２１：００以降が３７％となっている。 
 
就園前のこどもは、基本的に２１時前に寝る子どもが多く、また、１９時以降は、お風呂に入るなど、就寝準備をし
ていることが多い。 
 
男性が子育てに関わる時間は短いであろうと想定していたが、仕事がある日の帰宅時間が、子どもが寝ているであろ
う２１時以降という男性が想定以上に多かった。 
 
つまり、仕事がある日に男性が子どもと過ごす時間は限りなく短いと考えられる。 
 
子どもをお風呂に入れる、食事を作っている間子どもを見てくれる、食事の片付けをしている間に子どもの歯を磨く
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などを求めている産後の女性が多いが、それができないのが、現状ということ。 
 
まず、企業が仕事の時間を短くする働き方と仕組みを作ることが必須と考える。 
 
 
 
３：２歳（イヤイヤ期）の子育てについて 
 
行政の子育て支援は０歳児には手厚いが、１歳半以降の子育て支援がほとんどないのが現状。 
 
実際に、一歳半から就園前の子どもを持つ母親が、行き場を探しているという声があったため、２歳時の子育ての現
状を調査した。 
 
子どもに手をあげたことがあるという女性は全体の５５％（２８８名）。 
 
子どもに手をあげた年齢は２歳が最も多く１１６名（手を挙げた女性の中の４０％） 
（P８） 
 
また、２歳以上の子どもを持つ母親で、一番子育てを辛いと感じたのは２歳が最も多く５１％の母親が辛かったと答
えている。（P２６） 
 
今後、１歳半から就園前の親子の支援を重点的に行う必要があると考える。 
 
 
 
４：行政の子育て支援サービスについて 
 
各地方自治体が多様な子育て支援サービスを提供しているが、どこまで浸透し、利用されているかを分析。 
 
行政に子育てについて相談をする女性があまりいないのではないか？ 情報が古く、硬いというイメージがあるので
はないか？と、想定していた。 
 
まず、子育ての相談をする相手として、行政の電話相談を選ぶ女性は１７名と全体の３％にとどまっている。（P６） 
 
実際に利用したことがある子育て支援サービスは、定期検診が最も多く３３８名、続いて児童館や子育てひろばで、
３１２名となっている。 
 
電話相談も３０名の女性が利用したことがあると答えている（P１８）が、P６の結果と比べると、一度利用しても、
継続的に利用しようと考える女性が少ないことが分かる。 
 
利用後の感想には（P１９、２０）、知識が古い・知っている内容だった・自分にあったアドバイスではなかった、な
どが挙がっている。 
 
一方で「行政が提供している」という安心感を感じ、利用している女性も多いことが分かった。 
 
「行政という安心感」と「その親子と時代に合ったアドバイス」が両立できる支援の構築が必要と考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 （社）乳幼児子育てサポート協会 ３３ 

５：復職について 
 
産後の女性の社会復帰を進めるための施策が、行政・企業ともに推進されているが、本当に女性たちは復職したいの
かを分析。 
 
経済的なゆとりがあれば、復職せずに子育てに専念したい女性も多いのではないかと考えた。 
 
また、復職に対し、企業や政府はキャリアアップに関しての支援を進めているが、女性たちは、キャリアアップより
他のことに不安を感じているのではないかと考えた。 
 
まず「心から復職したい」という女性は５７％にとどまった。（P１５） 
 
つまり、約半数の女性が、できれば復職したくないと考えていた。 
 
復職の理由の４割が、経済的な理由で、夫の年収が２８０万増えれば、経済的に安心して生活できると答えている。 
 
復職に対しての不安を感じている女性は、不安が少しあるととても不安を合わせて、９４％にものぼる。（P１７） 
 
不安の内容は「家事と子育て、仕事とすべてできるのか？」が最も多く、２１９名の女性が不安を感じている。 
 
続いて自分の体力が持つのか・子どもが愛情不足にならないか、という不安を感じている女性が多かった。 
 
今回のアンケートに限っては、キャリアアップに関しての不安は一切聞かれなかった。（P１８） 
 
今後、企業側がキャリアアップ以外の女性の不安に寄り添った支援策を構築することが必要と考える。 
 
 
 
【４：アンケートのまとめ】 
 
この章では、アンケートの結果と考察を受け、今後必要な子育て支援について、まとめます。 
 
１：産後の女性が、必要とする相談相手について 
 
産後の女性は、「同じ産後の女性という立場のママ友」「子育ての知識を持ちながら、産後の女性の気持ちに共感でき
る人」に、子育ての悩みなどを話しやすいということが分かった。 
 
現在、マンションの隣りに住んでいる人を知らない、近所に一緒に遊ぶ子どもの友達がいない、など孤独に子育てを
している女性が多いことを踏まえ、地域のつながりを作ること、社会全体で母親を支え、子どもを育てる仕組みが必
要であると考える。 
 
また、この結果を受け、今後も、（社）乳幼児子育てサポート協会では、産後の女性が、気持ちを理解し合える同じ立
場のママと繋がれる場所を、積極的に提供していく。 
 
具体的には、下記の二点に力を入れていく。 
 
・全国の認定教室の拡大（http://kodomokosodate.com/aboutapproval） 
・同月齢のママが集まり、子育て相談などができるサロンの開講（新規事業） 
 
また、想定よりも実母に相談するという回答が多く３７８名。相談後も、気持ちが軽くなった・実践してみようと思
ったという、前向きな意見が多かった。 
 
今後、おばあちゃん世代への、時代に合った子育て情報の提供をしていくことが必要となるため、こちらも新規事業
として構築する。 
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２：男性が子育てに関わる時間について 
 
これについては、男性の働き方や子育て支援への提言などを行っている他団体や、企業と連携をし、男性が子育てに
参加することが当たり前となる社会作りを目指していく。 
 
具体的な施策は今後の課題とする。 
 
 
３：２歳（イヤイヤ期）の子育てについて 
 
２歳以上の子どもをもつ母親の多くが、２歳の子育てが辛かったと感じているという結果が出た。 
 
これは、母親として初めて経験する、子どもの「反抗期」にどう対処していいのか分からず、悩む女性が多いにも関
わらず、子育て支援策が追いついていないということ。 
 
今後、行政や企業を含め、１歳半から就園前の親子への支援策の充実が必須。 
 
（社）乳幼児子育てサポート協会では、現在、イヤイヤ期のお子さんをお持ちの母親を対象とした講座を全国で開講
している。（http://kodomokosodate.com/archives/info/iyaiya-info） 
 
ただ、これだけでは子育て支援としては心もとない為、０歳代から就園前まで継続的に通える子育て支援サービスを
構築する（２０１７年度以内）。 
 
０歳代から継続して通える場所を作ることで、産後の女性・お子さんと講師の信頼関係が深まり、より女性の心に寄
り添った支援・声がけが行えるため。 
 
 
４：行政の子育て支援サービスについて 
 
今後、行政のサービスの利用率と満足率を上げるためには、より、今の子育て環境に合った知識を有し、かつ産後の
女性の心に寄り添った対話（会話）ができるスタッフの育成が必須と考える。 
 
当協会では、認定講師に向けて、産後の女性に心から信頼してもらえるコミュニケーション方法について指導をして
いる。 
 
そのマニュアルを行政や関係団体に提供していく。 
 
 
５：復職について 
 
復職に対して、キャリアアップ以外の悩みを抱えている現状が明確になったが、女性活躍が謳われる昨今、女性のキ
ャリアアップや、仕事をうまくこなす仕組み作りに目を向ける企業が多いように感じる。 
 
今回のアンケートの結果を踏まえ、キャリアアップ以外の悩みや不安を解消し、産後の女性の活躍を推進するために、
全国の当協会認定教室で開講している復職講座を、各企業や関連団体に提案していく。 
（http://kodomokosodate.com/hukushoku） 
 
 
 
 
 

以上 
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本リリース内容の転載にあたりましては、 
「（社）乳幼児子育てサポート協会調べ」と記載頂けますよう、お願い申し上げます。 

 
 

本件に関するお問い合わせは、下記までお願い致します。 
 

TEL：０６-６４１５-９４２５ 
FAX：０６-６４１５-９４２５ 

MAIL：info@kodomokosodate.com 
 

担当：小仁（こに） 


